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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1　健全な森林を維持するため、計画的に整備等が必要な間伐面積を設定（長野県総合５か年計画に基づく）

2　主伐期を迎えた森林を必要な時期に確実な更新を進めるため、再造林面積を設定（長野県総合５か年計画に基づく）

4　県民が協働して森林を守り育てる意識の醸成のため、戸隠森林植物園・森林学習館利用者アンケートの森林・林業への
　 理解の役立ち度を設定（前年度と同率の目標値とした）

1　間伐面積は目標の9,000haに対して6,026ha（達成率67%）となり、新型コロナウィルス感染症の影響を受け、全国的に
　 素材の受入制限が行われたことから、森林整備事業の見合わせるといった事由により目標値は下回ったが、引き続き、
　 森林の有する多面的機能の増進を図るため、計画的な森林整備の推進に努めたい。
2　再造林面積は目標の357haに対して233ha（達成率 65%）となり、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、森林整備事
   業の見合わせ等の事由により目標値は下回ったが、主伐期を迎えた森林を確実に更新させていくために計画的な森林整
   備事業の推進に努めたい。

4　森林・林業への理解の役立ち度（アンケート）は目標90%に対して、97%（達成率108%）の実績となり、県民が協働して
　 森林を守り育てる意識の醸成に貢献した。
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【実施内容】

・県内民有林66万1千haのうち37万６千haについて、計画的な森林整備（間伐等）に努めている。
　［R1年度　間伐面積　7,246ha］
・主伐に伴う再造林の増加が見込まれていることから、優良な種子採取、苗木の供給に努めている。
　［R1年　　需給量　　118万本］
・森林の有する多面的機能への理解を深め、森林を守り育てる県民意識の醸成に努めている。
　［R1年度　戸隠森林植物園・森林学習館利用者アンケート　理解役立ち度　93%］
・林業公社への貸付金について、「経営改革プラン」に基づく経営改革を推進し、県民負担を軽減するための
　取組を進めている。

　計画的かつ適切な森林整備を推進することで、森林の有する多面的機能の増進を図るとともに、地域ぐるみで
里山林等の整備を進め、森林を健全な姿で次の世代に引き継ぐ社会を目指す。また、森林の適切な更新を図るた
め、再造林の推進及び植栽に必要な優良苗木の確保に努めるほか、緑化思想の普及啓発のため森林環境教育を行
う県民の森等を管理運営し、県民が協働して森林を守り育てる意識を醸成する。
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2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

shinrin@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

県民の豊かさ全国トップレベルを維持

事業番号 10 04 04 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 信州の豊かな森林づくり推進事業
部局

実施期間 S41

林務部 課・室 森林づくり推進課

課　　題　　等 今後の方向性

20.10 20.30職員数（人）

・　戸隠森林植物園・森林学習館の利用者の確保 ・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を図った上で、
　様々な団体との協働やＳＮＳ等を活用した情報発信によ
　り、利用者の増加に取組む。

成果指標
設定理由

・　事業の早期執行及び施行管理の効率化、省力化 ・計画的かつ効率的な執行及びドローン等のリモートセン
　シング技術を活用した施行管理の省力化を図り、必要
　な森林整備を実施
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・　主伐・再造林に対応するため林業用苗木需給調整の精度
　　向上

・必要な苗木を確保するため、関係機関と需給調整方法な
　ど必要な対策を行う。
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主な取組

✔　間伐をはじめとする森林整備の実施
　　　・計画的な間伐を行うことで、健全な森林を育成
　　  ・森林づくり県民税を活用した地域ぐるみで里山林
　　　　の整備を推進

✔　主伐・再造林の推進、優良な苗木の生産
　　　・「伐って、植えて、育てる」という森林・林業の
        サイクルを確実に行うため、主伐・再造林の推進
　　　　するとともに苗木採取園の整備を実施
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間伐等の推進 地域ぐるみでの里山林整備

再造林（植樹）状況 整備された採取園



細事業
No.

No.

1

2

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

信州の森林づくり事業

みんなで支える里山整備
事業

グレースの森創生事業

1
2,626,422 2,663,727

千円

Ｒ１年度

決　算

Ｒ２年度

決　算

補助金

令和２年度　実施内容（実績）

森林の有する県土の保全、水源の涵養等の多面的機能の維持・増進を
目的とした森林整備（間伐等）及び再造林に対する嵩上げ補助を行う
とともに造林事業の省力化に資する取組を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【森林整備面積：5,157ha】

林務部 課・室 森林づくり推進課

細事業
No.

部局事　業　名 信州の豊かな森林づくり推進事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 10 04 04 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

防災・減災及び多面的な森林資源の利活用を図るため、里山等におけ
る地域ぐるみでの整備を支援。また、主要なライフライン沿いの倒木
処理対策を実施
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【森林整備面積：869ha】

寄付金を活用して、山仕事に意欲のある多様な担い手や幼稚園児の参
加の下で「記念林」となる森林の整備を支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【森林整備面積：0.17ha】

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算
細事業名

千円

信州の森林づくり事業、みんなで支える里山整備事業、グ
レースの森創生事業（森林整備事業関係）

補助金

補助金

2
林業用優良苗木生産指導
事業

直接

林業用優良苗木の安定生産・供給のため、採取園造成のための母樹の
購入や、既存採取園の母樹の管理・更新及び特定母樹の導入等を実施
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【特定母樹等購入数：150本】

3
林業用優良苗木生産指導
事業

補助金

3
16,489 15,823

千円 千円
林業用優良苗木生産指導事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
林業用優良苗木生産指導
事業

委託

林業用優良苗木の安定生産・供給のため、優良な種子を確保するとと
もに、需要量が見込まれるスギの採取園の造成とカラマツの採取園を
整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【整備面積：2.08ha】

林業用優良苗木の安定生産・供給のため、種苗表示検査や低コスト苗
木の生産基盤整備を支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【補助金額：4,250千円】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

2 低コスト造林事業一貫作業システム導入モデル促進事業
180 0

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 － 　 －



4
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 林業公社貸付金 貸付金

1,365,227 1,456,753

千円

Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算
細事業名

林業公社貸付金、森林整備合理化計画推進事業
（林業公社事業関係）

「経営改革プラン」に基づく経営改革推進のため、分収林事業の見直
しを進めるために必要な経費の一部について貸付を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【貸付金：1,446,574千円】

2
森林整備合理化計画推進
事業

補助金

「経営改革プラン」に基づく経営改革推進のため、公社が借り受ける
有利子資金に対して国の規定に基づき、一定の利子助成を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　【補助金額：10,179千円】

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

5
地球温暖化防止吸収減対策推進事業、森林災害予防普及啓発
事業（普及啓発事業関係）

431 527

千円 千円

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
地球温暖化防止吸収減対
策推進事業

直接

民間企業等のＣＳＲ活動を「見える化」するため、「森林（もり）の
里親促進事業」で間伐等を実施した森林のＣＯ２吸収量を県が評価・

認証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【認証件数：10件】

2
森林災害予防普及啓発事
業

直接

林業者の経営安定につながる森林保険へ加入を促進するため、普及啓
発物品の作成・配布及び林業業界誌に広告を掲載するなどの広報活動
を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【広告掲載回数：１回】

1 緑化推進事業 負担金

公益財団法人日本さくらの会の賛助会員会費を負担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【負担金額：70千円】

6 緑化推進事業
2,310 70

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度

決　算 決　算

7
県民の森管理事業、戸隠森林植物園・森林学習館管理事業
（県有施設管理事業関係）

12,215 13,573

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1 県民の森管理事業 直接

県民と森林のふれあいの場の提供及び森林の多面的機能に対する理解
促進のため、県内２箇所の県民の森を管理運営

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【管理費：3,232千円】

2
戸隠森林植物園・森林学
習館管理事業

直接

戸隠森林植物園・森林学習館の活用促進及び利用者の利便性を高める
ため、施設の修繕等を実施
　
　　　　　　【屋外公衆トイレ改修、森林学習館入口自動ドア修繕】

3
戸隠森林植物園・森林学
習館管理事業

委託

戸隠森林植物園・森林学習館の維持管理を長野市へ委託

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【委託金額：7,596千円】


